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地籍調査を
行っています

三好町では、昭和60年度から地籍調査事業を進めています。
皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

　

人
に
戸
籍
が
あ
る
よ
う
に
土
地
に
も
戸
籍

（
地
番
、
地
目
、
地
積
、
所
有
者
）
が
あ
り
、

こ
れ
を
「
地
籍
」
と
い
い
ま
す
。
現
在
、
法

務
局
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
土
地
に
関
す

る
記
録
の
お
よ
そ
半
数
は
、
明
治
時
代
の
地

租
改
正
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
地
図（
字あ

ざ
ぎ
り
ず

限
図
）

な
ど
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
測
量
も
不
正

確
な
た
め
現
状
と
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
地
籍
調
査
」
と
は
、

国
土
調
査
法
に
基
づ
き 

一い
っ
ぴ
つ筆

ご
と
の
土
地

の
所
有
者
、
地
番
、
地
目
、
境
界
、
面
積
を

正
確
に
調
査
、
測
量
す
る
も
の
で
す
。

　
「
地
籍
調
査
」
の
結
果
は
法
務
局
に
送
付

さ
れ
、
土
地
登
記
簿
と
地
籍
図
と
し
て
更
新

さ
れ
ま
す
。
更
新
さ
れ
た
登
記
簿
や
地
籍
図

は
、
そ
の
後
の
土
地
取
引
の
円
滑
化
や
地
域

の
整
備
と
い
っ
た
行
政
の
効
率
化
な
ど
に
役

立
ち
ま
す
。

　

三
好
町
で
は
「
地
籍
調
査
」
に
必
要
な
経

費
の
住
民
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
境
界
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
境
界
杭
を
打
っ
て
も
ら

っ
た
り
、
立
ち
会
い
確
認
を
行
っ
た
り
す
る

な
ど
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
必
要
で

す
。

※

地
籍
調
査
と
は
？

※
一
筆
と
は
、
土
地
の
所
有
者
な

ど
を
公
示
す
る
た
め
に
、
人
為
的

に
分
け
た
区
画
の
こ
と
で
す
。
法

務
局
で
は
、
一
筆
ご
と
に
登
記
が

な
さ
れ
、
土
地
取
引
の
単
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。

字
限
図
の
例
（
地
籍
調
査
前
）

地
籍
図
の
例
（
地
籍
調
査
後
）

うん。境界がはっきり

わかるようになったね。

▼  問い合わせ＝土地調査課
　☎(32)8016　 (34)4189

地籍調査

　
  あ

なたの土地を再確
認
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土
地
に
か
か
る
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に

役
立
ち
ま
す

　

土
地
の
境
界
が
不
明
確
だ
と
、
境
界
紛
争
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

地
籍
調
査
を
実
施
し
て
、
土
地
の
境
界
を
明
確
に

す
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
籍
調
査
を
実
施
す
る
と
、
登
記
簿
の
面
積
と
実

測
面
積
が
合
致
す
る
た
め
適
正
な
課
税
が
な
さ
れ
ま

す
。

　

地
籍
調
査
の
成
果
は
、
各
種
公
共
事
業
の
円
滑
な

実
施
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。
例
え
ば
、
土
地
の
分

筆
な
ど
測
量
業
務
に
お
い
て
、
時
間
の
短
縮
や
経
費

の
軽
減
が
で
き
、
道
路
や
水
路
の
整
備
な
ど
の
公
共

事
業
の
推
進
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
籍
調
査
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
個
々
の

土
地
の
境
界
が
地
球
の
緯
度
経
度
と
関
連
付
け
さ
れ

て
い
る
た
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
土
地
の
境
界
は
明

確
に
な
り
、
地
震
や
土
砂
崩
れ
、
水
害
な
ど
の
災
害

時
の
復
旧
作
業
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

土
地
取
引
の
円
滑
化
に
役
立
ち
ま
す

　

正
確
な
土
地
の
状
況
が
登
記
簿
に
反
映
さ
れ
、
登

記
制
度
の
信
頼
性
が
向
上
し
、
安
心
し
て
土
地
取
引

が
で
き
る
た
め
、
経
済
活
動
全
体
の
円
滑
化
・
活
性

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。　

公
共
事
業
の
円
滑
化
・
災
害
の
復
旧
に
役

立
ち
ま
す

課
税
の
適
正
化
に
役
立
ち
ま
す

ま
ち
づ
く
り
に
役
立
ち
ま
す

　

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
な
ど
の
各
種
整
備
計
画
を
立

案
す
る
際
に
、
地
籍
調
査
の
成
果
を
基
礎
デ
ー
タ
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
計
画
図
な
ど
の
地
図

作
成
が
簡
単
に
な
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や

す
い
き
め
細
か
な
計
画
立
案
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

地籍調査はこんなことに役立ちます

特集　     地籍調査実施中
地籍調査

　
  あ

なたの土地を再確
認
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地籍調査の進め方

１

３

２

実施計画の策定

　国や県などの関係機関との連絡や調

整を行い、調査日程や計画を決定して、

調査前に公示します。

説明会の開催

一筆ごとの調査
（一筆地調査）

　調査に先立って、地元説明会を開催

し、調査内容や必要性について説明し

ます。

４

５

６
　土地所有者の皆さんの立ち会いの下

で、一筆ごとの境界や地番、地目、所

有者などを調査します。

　この調査までに隣接する土地所有者

同士で境界を確定し、境界杭などによ

り明示していただきます。

地籍測量

　一筆ごとの調査で確認、または設置

された境界杭により、一筆ごとに地球

の緯度や経度と関連付け、位置を確定

させます。それを基に正確な座標値を

求め、面積を測定します。

成果の閲覧

法務局への送付・成果の活用

　一筆地調査や地籍測量の結果に基づ

いて「地籍簿」と「地籍図」の原案を

作成します。20日間の閲覧期間中に

境界などに誤りがないか確認していた

だきます。その後、県知事より成果の

認証を受けます。

　調査の成果が認証されると、その地

籍簿と地籍図の写しが法務局に送付さ

れます。地籍簿の内容は登記簿に反映

され、地籍図は従来の地図に替わり不

動産登記法第 14条第 1項に基づく正

式の地図として活用されます。

地籍調査

　
  あ

なたの土地を再確
認
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三好町の現状

… 平成17年度に地籍調
査事業を実施している
区域

… 平成16年度末までに
地籍調査事業などの調
査が完了した区域

◆地籍調査進ちょく率（地籍調査と
同等以上の効果のある確定測量区域
を含む）：平成16年度末現在

区　分 進ちょく率

全国平均 およそ 46％

愛知県 およそ 11％

三好町 およそ 50％

基準点の保全の
お願い

　地籍調査の実施区域では、測量の基準点

（多角点）が道路、水路などに設置されて

います。これは地図を作るための重要な基

準であり、測量を行う際の出発点となる大

切なものですから、抜いたり動かしたりし

ないようにお願いします。

 11

◆地籍調査実施面積
　　　　　：平成16年度末現在
◇三好町全体面積…32.11㎢
◇地籍調査実施済み面積…8.76㎢
◇ 土地改良事業など地籍調査と同等
以上の効果のある確定測量実施済
み面積…7.3㎢

※多角点には杭

やびょうなどが

あります。

特集　     地籍調査実施中
地籍調査

　
  あ

なたの土地を再確
認

国道153号

東名高速道路

名鉄豊田線
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